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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第３区分
【発行日】平成22年12月24日(2010.12.24)

【公開番号】特開2008-125076(P2008-125076A)
【公開日】平成20年5月29日(2008.5.29)
【年通号数】公開・登録公報2008-021
【出願番号】特願2007-289524(P2007-289524)
【国際特許分類】
   Ｈ０４Ｂ   1/59     (2006.01)
   Ｈ０４Ｂ   5/02     (2006.01)
   Ｇ０６Ｋ  17/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０４Ｂ   1/59    　　　　
   Ｈ０４Ｂ   5/02    　　　　
   Ｇ０６Ｋ  17/00    　　　Ｆ

【手続補正書】
【提出日】平成22年11月5日(2010.11.5)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】発明の名称
【補正方法】変更
【補正の内容】
【発明の名称】ＲＦＩＤタグからの無線周波数識別方法及び無線周波数識別装置
【手続補正２】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ＲＦＩＤタグから発信された無線周波数を受信しこれを識別する無線周波数識別装置に
おける無線周波数の識別方法であって、
　所定の無線周波数チャネルで前記無線周波数の信号を受信するステップと、
　前記受信した無線周波数信号のスペクトル解析を行うステップと、
　統計的解析に基づいて無線周波数識別装置に対して判定閾値を設定するステップと、
の各ステップを含む無線周波数識別方法。
【請求項２】
　前記信号が、前記無線周波数チャネルに周囲雑音を含む、請求項１に記載の無線周波数
識別方法。
【請求項３】
　前記スペクトル解析により得られた結果が、前記信号の大きさである、請求項１に記載
の無線周波数識別方法。
【請求項４】
　前記スペクトル解析が前記信号のフーリエ解析を含む、請求項１に記載の無線周波数識
別方法。
【請求項５】
　前記結果が、前記無線周波数チャネルに割り当てられた循環バッファ内に格納される、
請求項１に記載の無線周波数識別方法。
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【請求項６】
　前記統計的解析が、前記循環バッファ内に格納しているデータにガウス分布モデルを使
用するステップを含む、請求項５に記載の無線周波数識別方法。
【請求項７】
　前記判定閾値が、平均に３標準偏差を加えたものに設定される、請求項６に記載の無線
周波数識別方法。
【請求項８】
　前記判定閾値が、前記無線周波数チャネルに関連する、請求項７に記載の無線周波数識
別方法。
【請求項９】
　無線周波数チャネルで信号を受信する無線周波数受信機と、
　前記受信機と通信接続された処理ユニットと、
　前記処理ユニットからの命令に基づいて作動する、
（ａ）前記受信機からの信号を受信し、
（ｂ）結果を入手するために前記信号に対するスペクトル解析を実行し、
（ｃ）前記結果を使用する統計的解析に基づいて無線周波数識別装置に対する判定閾値の
設定を行う、プログラムを備えたメモリ・ユニットと、
を備えた無線周波数識別装置。
【請求項１０】
　前記信号が、前記無線周波数チャネルに周囲雑音を含む、請求項９に記載の無線周波数
識別装置。
【請求項１１】
　前記スペクトル解析により得られた結果が、前記信号の大きさである、請求項９に記載
の無線周波数識別装置。
【請求項１２】
　前記スペクトル解析が前記信号のフーリエ解析を含む、請求項９に記載の無線周波数識
別装置。
【請求項１３】
　前記結果が、前記無線周波数チャネルに割り当てられた循環バッファ内に格納される、
請求項９に記載の無線周波数識別装置。
【請求項１４】
　前記統計的解析が、前記循環バッファ内に格納しているデータにガウス分布モデルを使
用するステップを含む、請求項１３に記載の無線周波数識別装置。
【請求項１５】
　前記判定閾値が、平均に３標準偏差を加えたものに設定される、請求項１４に記載の無
線周波数識別装置。
【請求項１６】
　前記判定閾値が、前記無線周波数チャネルに関連する、請求項１５に記載の無線周波数
識別装置。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００５】
　本発明は、上記課題に鑑みてなされたものであり、ＲＦＩＤタグから発信された無線周
波数を受信しこれを識別する無線周波数識別装置における無線周波数の識別方法であって
、所定の無線周波数チャネルで前記無線周波数の信号を受信するステップと、前記受信し
た無線周波数信号のスペクトル解析を行うステップと、統計的解析に基づいて無線周波数
識別装置に対して判定閾値を設定するステップと、の各ステップを含む無線周波数識別方



(3) JP 2008-125076 A5 2010.12.24

法を提供するものである。さらに、無線周波数チャネルで信号を受信する無線周波数受信
機と、前記受信機と通信接続された処理ユニットと、前記処理ユニットからの命令に基づ
いて作動する、（ａ）前記受信機からの信号を受信し、（ｂ）結果を入手するために前記
信号に対するスペクトル解析を実行し、（ｃ）前記結果を使用する統計的解析に基づいて
無線周波数識別装置に対する判定閾値の設定を行う、プログラムを備えたメモリ・ユニッ
トと、を備えた無線周波数識別装置を提供するものである。
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